
 



図 外国人労働者と金融サービス・金融教育

日本で働く外国人労働者が金融に関して直面する課題は、出身国・地域や在留目的により異なりま

す。外国人に特有にみられる金融に関する問題は以下の点が挙げられます。

送金

外国人労働者の中には、出身固・地域に送金す

る方も数多くいます。かつては、送金手数料の

負担や送金にかかる時聞が大きな問題でした。

しかし、資金決済法の制定を契機に近年は外国

人労働者が利用しやすいサービスも増えてきま

した。

銀行口座の開設

日本の労働・生活のために銀行口座開設は重要

ですが、外国人労働者が銀行口座を開設する際

には、煩雑な手続きや法的・制度的な障壁に遭

遇することがあります。銀行口座を開設するま

でに時間がかかる場合もあり、来日当初の金銭

の受取や支払にも影響がでてきます。

金融教育 外国人への対応

外国人労働者は、人種、国籍などに基づいた差

別や偏見に直面することがあり、これが金融機

関でのサービス提供において問題となることが

あります。また、日本においては、多言語対応

している金融サービスが限定的であることも課

題となっています。

出身固・地域ヒ日本では、金融制度やサービス

が異なる場合があります。このため、適切に金

融サービスを受けられない、詐欺や不正取引へ

の被害を受ける可能性が高まるなどの不利益を

被ることがあります。また、適切な資金管理や

投資の機会を見逃す原因にもなります。

セミナーでは、金融サービスを提供する側か

らの視点として、制度面の見直しを含めた支援

や情報提供の充実、一方、金融サービスを受け

る側からの視点として、パイロット事業を通じ

た金融教育の重要性についてお話がありまし

た。

10月 5日に開催したJP-MIRAIのオンラ

インセミナーでは、明治大学小関隆志教授

(JP-MIRAI会員）が「外国人労働者への金融

サービス・金融教育を考える』と題して発表が

行われました。

セミナーの詳細はウ工ブサイトをご覧くださ

いhttos://jo-mirai.org/jp/activity-

reoo吋s-ja/20231010/ 

小関教授は、昨年 12月、日本で働く外国人

労働者の金融アクセスの課題解決に係る研究

として、インドネシアでの実態調査および来日

前の労働者に対する金融教育パイロット事業

に従事されました。
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多文化共生・外国人材受入寄附金

寄附金の一部が、JP-MIRAI事業との協働事業に活用される予定です。
詳しくは右の QRコードより検索



 

 



 

 


